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あなたと一緒に地層処分を考えるシンポジウム2025

「地層処分事業について思うこと」
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原子力・核燃料サイクル・最終処分

原子力発電 使用済燃料の
地層処分
（直接処分）

高レベル放射性
廃棄物の地層処分

再処理

燃料を再利用

再処理（核燃料サイクル）のメリット

①減容化 ②有害度低減

③資源有効利用

10万年（Sv）

８千年
300年

約１／４
約１／７

（軽水炉）

（高速炉）

新たに１～２割の燃料 （軽水炉）
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なぜ今、地層処分を進めるのか？

① 原子力発電を利用してきた現世代が解決
に向けた具体的なアクションを講ずべき

② 将来世代に過度な負担を負わせない方法
を追求すべき

③ 将来世代が異なる選択をする余地は残す
べき

（現時点では）
地層処分が唯一の方策

処分場閉鎖までは廃棄物を
取り出せるようにし、後戻
りできるようにする
（可逆性・回収可能性）
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（参考）放射性廃棄物WG報告資料
（平成25年11月、総合資源エネルギー調査会基本政策分科会 第11回会合）
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スウェーデンの処分地選定の流れ

1977～1985 全国ボーリング調査 ⇒ 反対運動により打ち切り

1992～ 総合立地調査（≒科学的特性マップ）と公募・申入れ方式によるプロセス開始

⇒ ６自治体が調査申入れを受諾

最終的には２自治体での誘致合戦の結果、2009年にフォルスマルクを選定

総合立地調査

・全国調査

・県域別調査

・北部と南部／
沿岸と内陸

・原子力立地自
治体での調査

サイト調査

（出典）
総合資源エネルギー調査会 放
射性廃棄物WG中間とりまとめ
（平成26年5月）より抜粋

４


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

